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z ユーザーに求められている映像エフェクトについて EffecTVを利用し検討 
z 「跳ね星」を使用した，グラフィックが変化するインタラクティブなスポーツコンテンツの実験 
その結果，主に以下の事柄が分かった． 
① 暗所では，ソフトボールよりも LED を内部に組み込んで発光するボールのほうがユーザーにとって見や
すく感じられること． 
② 部屋の照明がある場合，ない場合の両方において，発光するボールのほうが「綺麗」と感じられ，プレイ
ヤーと観客との間で「綺麗」と感じられるボールの発光モードが異なること． 
③ ボールとともに投影される映像として求められる映像エフェクトは，単純かつボールの状態と投影されて
いる映像との連動が分かりやすいものであること． 
④ グラフィックをボールの速度に追随させるために，ハイスピードカメラが必要であること． 
これらの結果を基に，ボール型デバイスとそれを用いたコンテンツのインタラクションデザインに対しての検
討を行い，ボール型デバイスと床面に投影したグラフィックが連動してゲームが進行するスポーツ「SPACE 
BALL」を開発した． 
今後，スポーツ性が高く，かつ，競技するプレイヤー，競技に使う道具，スポーツの進行に伴って変化するプ
レイ環境を含む競技全体の外観をも観客が楽しむことができる新しいスポーツとして改良を行う． 
 
